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一
般
会
計
補
正
予
算
、
障
が
い

者
福
祉
費
の
大
幅
増
は
当
事
者
、

保
護
者
と
も
に
高
齢
化
す
る
状
況

下
で
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
が
顕
著
で

あ
り
、
同
時
に
相
談
事
業
等
の
充

実
も
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
あ
ら

わ
れ
と
評
価
し
ま
す
。

　

陳
情
第
42
号
に
つ
い
て
、
扶
養

控
除
申
請
段
階
の
不
正
は
、
外
国

人
に
限
ら
ず
論
外
で
あ
り
、
海
外

在
住
の
扶
養
親
族
の
所
在
確
認
が

容
易
で
な
い
こ
と
は
理
解
し
ま
す
。

し
か
し
、
陳
情
者
の
求
め
る
国
外

扶
養
親
族
証
明
の
厳
格
化
は
既
に

法
的
措
置
が
定
め
ら
れ
、
平
成
28

年
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
本
制
度

は
我
が
国
で
働
く
全
て
の
者
に
保

障
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
、
制
度
見

直
し
に
反
対
し
ま
す
。

　

経
済
学
者
の
浜
矩
子
さ
ん
は
、

「
国
益
の
た
め
に
や
む
な
し
と
閉

鎖
的
な
対
応
を
と
る
の
か
、
グ
ロ

ー
バ
ル
時
代
に
我
が
国
が
ど
う
生

き
る
の
か
そ
の
勘
ど
こ
ろ
、
そ
れ

は
シ
ェ
ア
か
ら
シ
ェ
ア
の
心
意

気
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
我
が
国

の
制
度
は
国
と
し
て
の
心
意
気
の

あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　

日
本
で
働
く
家
族
、
そ
の
扶
養

親
族
が
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
経
済

的
・
心
理
的
安
定
を
得
て
、
そ
こ

か
ら
日
本
と
い
う
国
に
対
す
る
信

頼
と
信
用
が
生
ま
れ
育
つ
こ
と
、

す
な
わ
ち
地
球
規
模
の
共
生
の
構

図
を
我
が
日
本
か
ら
広
げ
て
い
く

こ
と
を
訴
え
ま
す
。

 
 

 

 
 

 
補
正
予
算
に
賛
成

外
国
人
扶
養
控
除
制
度
見
直
し
を
求
め
る
陳
情
に
反
対

　

議
案
第
81
号
、
平
成
27
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
、
交
通
公
害
費

の
Ｊ
Ｒ
相
模
線
入
谷
駅
西
口
市
営

自
転
車
駐
車
場
整
備
に
伴
う
仮
設

簡
易
型
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
相
模
線
利
用
者
は
も
と
よ
り
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
で
通
り
か
か
る

周
辺
住
民
の
方
々
に
も
大
変
喜
ば

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し

た
細
か
い
配
慮
、
取
り
組
み
を
大

い
に
評
価
し
ま
す
。

　

ま
た
、
誘
致
病
院
運
営
推
進
事

業
費
は
、
返
還
予
定
地
へ
の
誘
致

病
院
に
つ
い
て
、
返
還
に
必
要
な

条
件
工
事
で
あ
る
相
模
原
米
軍
低

層
住
宅
新
設
工
事
が
平
成
28
年
１

月
15
日
に
完
了
予
定
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
一
般
定
期
借
地
権
設
定
契

約
を
国
と
締
結
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
予
算
措
置
し
た
と
の
こ
と
で
、

平
成
27
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
５
号
）に
賛
意

先
を
見
越
し
た
適
切
な
処
置
と
考

え
、
賛
意
を
表
し
ま
す
。

　

議
案
第
１
０
４
号
、
道
路
の
路

線
の
認
定
に
つ
い
て
、
市
道
相
武

台
１
０
９
号
線
は
キ
ャ
ン
プ
座
間

返
還
予
定
地
に
道
路
を
新
設
す
る

も
の
で
す
が
、
返
還
に
先
立
つ
道

路
認
定
で
あ
り
、
そ
の
手
際
の
よ

さ
を
評
価
し
て
い
ま
す
。
財
務
省
、

防
衛
省
を
は
じ
め
国
へ
の
働
き
か

け
、
そ
し
て
交
差
点
改
良
や
歩
道

整
備
を
含
め
神
奈
川
県
当
局
、
警

察
当
局
、
さ
ら
に
は
米
軍
な
ど
と

の
調
整
に
多
大
な
尽
力
を
さ
れ
て

い
る
市
当
局
の
努
力
に
対
し
、
改

め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

健
康
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業

費
の
増
額
補
正
は
、
国
の
地
方
創

生
関
連
交
付
金
を
活
用
し
て
健
康

測
定
機
器
等
を
購
入
、
設
置
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
異

論
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
賛
成
し
ま

す
が
、
国
の
交
付
金
の
あ
り
方
に

は
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
交
付
金
の
制
度
要
綱
に
よ

る
と
、「
観
光
、
都
市
農
村
交
流
等

の
特
定
の
分
野
に
関
し
、
広
域
に

わ
た
る
複
数
の
地
方
公
共
団
体
が
、

適
切
に
連
携
し
て
同
一
事
業
を
実

施
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
」
と
い

う
交
付
基
準
が
、
本
市
を
含
む
県

央
５
市
１
町
が
交
付
対
象
と
な
っ

た
理
由
で
す
が
、
観
光
、
都
市
農

村
交
流
と
本
事
業
は
全
く
関
係
が

あ
り
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
「
都
市

農
村
交
流
等
」
の
「
等
」
に
無
理

や
り
当
て
は
め
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
本
来
想
定
さ
れ
て
い

る
事
業
と
は
か
け
離
れ
た「
解
釈
」

と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
「
広
域
連
携
」
に
つ
い
て

も
、
事
業
自
体
に
は
広
域
連
携
の

必
要
性
は
な
く
、
あ
え
て
言
う
な

ら
ば
交
付
金
を
獲
得
す
る
た
め
に

「
広
域
連
携
」
が
必
要
だ
っ
た
と

し
か
言
い
よ
う
が
な
い
も
の
で
す
。

　

市
に
お
い
て
は
、
国
に
対
し
て
、

こ
う
し
た
政
策
意
図
も
不
明
確
な

交
付
金
で
は
な
く
、
使
途
を
制
限

し
な
い
一
括
交
付
金
と
し
て
交
付

す
る
よ
う
求
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

補
正
予
算
案
に
賛
成
も
問
題
あ
り

使
い
勝
手
の
悪
い
国
の
地
方
創
生
交
付
金

　

座
間
市
行
政
組
織
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
、
今
回
廃
止
さ
れ

る
特
定
政
策
推
進
室
は
、
平
成
23

年
４
月
に
縦
割
り
組
織
の
機
能
を

補
完
す
る
役
割
を
担
い
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
座
間
返
還
跡
地
の
一

連
の
対
応
や
座
間
市
公
共
施
設
白

書
や
指
針
の
策
定
な
ど
、
庁
内
横

断
的
、
政
策
的
な
課
題
に
つ
い
て

取
り
組
ま
れ
、
庁
内
連
携
ば
か
り

で
は
な
く
、
関
係
機
関
と
の
交
渉

な
ど
で
も
前
面
に
立
た
れ
、
難
し

い
局
面
も
多
々
あ
り
苦
労
も
多
か

っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
座
間
返
還
跡
地
利
用

構
想
で
は
、
全
国
で
も
初
の
事
例

と
な
る
国
有
地
の
転
貸
制
度
を
財

務
省
と
協
議
を
重
ね
て
作
ら
れ
、

医
療
施
設
を
対
象
と
し
た
定
期
借

地
権
を
活
用
す
る
と
い
う
最
少
の

負
担
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
ま
し

た
。
ま
た
、
公
共
施
設
白
書
、
公

共
施
設
利
活
用
指
針
は
外
部
委
託

を
せ
ず
に
庁
内
で
策
定
さ
れ
、
す

ば
ら
し
い
成
果
を
上
げ
た
こ
と
を

高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
提
案
さ
れ
た
新
た
な
組
織

新
た
な
組
織
を
評
価

さ
ら
な
る
第
四
次
総
合
計
画
進
展
に
期
待

で
は
、
特
定
政
策
推
進
室
の
機
能

が
発
展
的
に
継
承
さ
れ
た
市
長
室

を
新
設
し
、
さ
ら
に
機
動
性
、
効

率
性
、
有
効
性
を
高
め
た
組
織
で

あ
る
と
評
価
し
、
今
後
の
さ
ら
な

る
第
四
次
総
合
計
画
の
進
展
を
大

い
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
賛
成
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て
、
交
付
金
を
活
用
し

て
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
内
に
（
仮

称
）
健
康
度
見
え
る
化
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
す
る
事
業
は
、
市
民
の
病

気
予
防
や
健
康
度
を
高
め
る
も
の

で
あ
り
、
入
谷
駅
西
口
の
自
転
車

駐
車
場
整
備
に
伴
い
簡
易
ト
イ
レ

を
リ
ー
ス
で
設
置
す
る
事
業
は
、

住
民
要
求
に
応
え
た
も
の
で
あ
り
、

評
価
し
賛
成
す
る
も
の
で
す
。　

　

個
人
番
号
、
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
に
か
か
わ
る
２
議
案

に
反
対
し
ま
す
。
国
が
個
人
情
報

を
管
理
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
め

ぐ
る
混
乱
が
続
い
て
お
り
、
個
人

番
号
通
知
カ
ー
ド
の
郵
送
が
大
幅

に
お
く
れ
た
り
、
受
取
人
不
在
で

数
百
万
人
単
位
の
通
知
カ
ー
ド
が

送
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

共
通
番
号
制
に
よ
り
市
民
的
自
由

の
抑
圧
、
国
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
侵
害
す
る
危
険
性
、
不
正
利
用

の
危
険
性
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
も

反
対
し
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
の
地
方
公
営

企
業
法
全
部
適
用
に
か
か
わ
る
７

議
案
に
反
対
し
ま
す
。
地
方
公
営

企
業
は
、
独
立
採
算
制
が
原
則
で
、

常
に
企
業
の
経
済
性
の
発
揮
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民

に
と
っ
て
必
需
的
な
公
的
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
水
道
・
下
水
道
料
金
の

値
上
げ
に
つ
な
が
り
、
低
所
得
者

層
の
負
担
増
に
な
る
た
め
反
対
し

ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
に
賛
成

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
・
下
水
道
の
公
営
企
業
化
に
反
対

　

本
年
４
月
１
日
に
座
間
市
学
校

課
題
協
議
会
及
び
座
間
市
学
校
課

題
再
調
査
会
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
23
年
に
滋
賀
県
大
津
市
で

中
学
２
年
の
男
子
生
徒
が
い
じ
め

を
理
由
に
自
ら
命
を
絶
つ
と
い
う

痛
ま
し
い
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。

事
件
発
生
直
後
に
生
徒
か
ら
教
員

に
対
し
、
自
主
的
に
い
じ
め
の
事

実
の
申
告
が
あ
り
、
学
校
は
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
早
々
に
い
じ
め
と
自
殺
の
関

係
は
不
明
と
結
論
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
一
方
で
、
市
教
育
委
員

会
は
、
事
実
調
査
を
学
校
任
せ
に

す
る
な
ど
主
体
性
を
欠
き
、
県
教

育
委
員
会
に
も
報
告
を
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
新
聞
各

紙
に
お
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

具
体
的
な
内
容
が
明
ら
か
と
な
り
、

学
校
及
び
市
教
育
委
員
会
の
対
応

に
対
し
て
、
不
徹
底
な
事
実
解
明
、

主
体
性
の
欠
如
、
隠
蔽
体
質
等
へ

の
批
判
が
高
ま
り
、
大
き
な
社
会

問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
問
題
を
受
け
て
、
国
は
、

平
成
25
年
６
月
に
い
じ
め
防
止
対

策
推
進
法
を
公
布
し
、
こ
の
法
律

の
施
行
を
受
け
て
、
本
市
は
、
座

間
市
学
校
課
題
協
議
会
及
び
座
間

市
学
校
課
題
再
調
査
会
を
組
織
し

ま
す
。
医
師
や
弁
護
士
、
学
識
経

験
者
等
の
専
門
家
も
含
め
た
社
会

総
が
か
り
で
い
じ
め
問
題
に
対
峙

す
る
組
織
を
作
り
、
取
り
組
む
こ

と
に
大
い
に
賛
成
し
ま
す
。

い
じ
め
問
題
を
社
会
総
が
か
り
で

取
り
組
む
こ
と
に
大
い
に
賛
成

神
奈
川
ネ
ッ
ト
（
安
海　

の
ぞ
み　
議
員
）

新
政
い
さ
ま
（
長
谷
川　

光　
議
員
）

会
派
に
所
属
し
な
い
議
員
（
沖
永　

明
久　
議
員
）

ざ
ま
大
志
会
（
佐
藤　

弥
斗　
議
員
）

日
本
共
産
党
（
中
澤　

邦
雄　
議
員
）

公
明
党
（
稲
垣　

敏
治　
議
員
）

　

▽
11
月
27
日　

開
会
、
会
期
決

定
、
会
議
録
署
名
議
員
指
名
、
議

案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委

員
会
付
託
省
略
・
討
論
・
採
決
、

議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
総
括
質

疑
・
委
員
会
付
託
、
陳
情
上
程
・

委
員
会
付
託

　

▽
12
月
４
日　

一
般
質
問

　

▽
12
月
７
日　

一
般
質
問

　

▽
12
月
８
日　

一
般
質
問
、
陳

情
の
取
り
下
げ

　

▽
12
月
18
日　

委
員
会
審
査
報

告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
、
継
続

審
査
案
件
上
程
、
基
地
対
策
特
別

委
員
会
中
間
報
告
・
質
疑
、
議
会

改
革
特
別
委
員
会
中
間
報
告
・
質

疑
、
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質

疑
・
委
員
会
付
託
省
略
・
討
論
・

採
決
、
報
告
上
程
・
質
疑
、
議
員

派
遣
、
議
員
提
出
議
案
上
程
・（
提

案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
・

討
論
）
省
略
・
採
決
、
閉
会

　

な
お
、
質
疑
、
総
括
質
疑
、
討

論
は
、
次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

議
案
第
80
号
に
対
す
る
質
疑

（
11
月
27
日
）

　

加
藤
陽
子
（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）、

守
谷
浩
一
（
日
本
共
産
党
）

　

総
括
質
疑
（
11
月
27
日
）

　

中
澤
邦
雄
（
日
本
共
産
党
）、

稲
垣
敏
治
（
公
明
党
）、
加
藤
陽

子
（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）、
佐
藤
弥

斗（
ざ
ま
大
志
会
）、長
谷
川
光（
新

政
い
さ
ま
）

　

討
論
（
12
月
18
日
）

　

安
海
の
ぞ
み
（
神
奈
川
ネ
ッ

ト
）、
長
谷
川
光
（
新
政
い
さ
ま
）、

沖
永
明
久
（
会
派
に
所
属
し
な
い

議
員
）、
佐
藤
弥
斗
（
ざ
ま
大
志

会
）、
中
澤
邦
雄
（
日
本
共
産
党
）、

稲
垣
敏
治
（
公
明
党
）

　

報
告
第
14
号
に
対
す
る
質
疑

（
12
月
18
日
）

　

沖
永
明
久
（
会
派
に
所
属
し
な

い
議
員
）


